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「現状分析」にあたってのポイント・留意事項

資本コスト資本コスト 資本収益性資本収益性 市場評価市場評価

• ＷＡＣＣ (負債-株式の加重平均資本コスト)

• 株主資本コスト (投資者の期待リターン) など

• ＲＯＩＣ（投下資本利益率）

• ＲＯＥ（自己資本利益率）など

• 株価・時価総額
• ＰＢＲ（株価純資産倍率）
• ＰＥＲ（株価収益率）など

※ どの指標を用いるかについて一律の定めはありませんが、投資者ニーズ等を踏まえ、ご検討ください。
※ 資本コストは、現状分析を目的として把握をお願いするものであり、必ずしも精緻に算出していただくことが目的ではありません。
※ 東証では、資本コストやＲＯＥの考え方等について、セミナー資料やｅラーニングの提供を行っておりますのでご活用ください。

東証 企業価値向上経営セミナー・シンポジウム：https://www.jpx.co.jp/equities/listed-co/award/03.html
東証 企業価値向上経営ｅラーニング：https://www.jpx.co.jp/equities/listed-co/seminar/e-learning/index.html

資本コストを上回る資本収益性
を達成できているか、達成でき
ていない場合には、その要因

• 資本収益性の分析・評価にあたっては、ＷＡＣＣとの比較でＲＯＩＣを、株主資本コス
トとの比較でＲＯＥを利用することなどが考えられます。

• また、全社での分析・評価に加えて、事業セグメントごとにＲＯＩＣ等を算出して、資
本収益性の分析・評価を実施することも考えられます。

、

資本コストを上回る資本収益性
を達成できていても、たとえば
ＰＢＲが１倍を割れているなど、
十分な市場評価を得られていな
い場合には、その要因

• 資本コストを上回る資本収益性を達成できていても、ＰＢＲが１倍を割れているなど十
分な水準に達していない場合には、成長性が投資者から十分に評価されていないことが
示唆されます。

• ＰＢＲ・ＰＥＲ等は、時系列の変化や、同業他社との比較などの観点でも、自社の現状
について分析・評価することが考えられます。

現状分析に用いる指標の例

分析・評価の観点とポイント
分析・評価の観点（例）分析・評価の観点（例） ポイントポイント


